
フトウエア編 


Exp 「 ess 580 日シリーズ用 I こ用意されているソフトウエアについて説明します。 


添付の CD - ROM について（一298ぺージ） . 

EXPRESSBUiLDER (->299ぺージ） . 

ExpressPicnic (一308ぺージ） . 

本装置用バンドルソフトウエア（一315ぺージ）. 

管理 PC 用パンドルソフトウエアト338ぺージ) 


本装置に添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM 
に収められているソフトウエアについて紹介しま 
ず。 

セッ ト アップ、 ソー>1レ 「EXPRESS 目 ULDER 」 1 こつ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 Express 円 cnic 」 じついて説明します。 

本装置にインス I ルずるバンドルソフトウエア 
について説明しまず。 

本装置を監視-管理ずるための管理 PC にインス 
トールずるバンドルソフトウエアについて説明し 
ます。 


ONL-4132eN-140He-000-03-051 1 
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添付の CD - ROM について 


添付の rEXPRESSBUILDER ®」 CD - ROM 口ま、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや 
各■種バンドルソフトウェアが収録されています。これ6のソフトウェアを活用ずることにより、本装置の 
機能をよりをく引き化すことができます。 

I — ~〇 「 EXPRESS 日 UILDERJCD - ROM は、本装置の設定が亮了したをでも、 0 S の再インス 
I ルや日 IOS のアップデートなどで使庙される機会びありまず。なくさないよラに大切に 
な存しておいてください。 


EXPRESSBUILDER * (299 ぺージ) 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


Power Console Plus (サーバ） （31 7ぺージ) 


ESMPRO/ServerAgent (31 已ぺージ） 
エクスプレス通報サービス （3 吕〇ぺージ） 
DianaScope (338 ぺージ） 

システム設断ユーティリティ （347 ぺージ） 
オフライン保守ユーティリティ （390 ぺージ) 


ープデバイス管理ユーティリテ< 


テープ監視ツール （323 ぺージ） 



文々が SSBU 、 し。ろ 


る種オンライン 
ドキュメント 
( HTML / PDF ) 



管理 PC 



♦ EXPRESSBUILDER * に日日ページ） 

• ExpressPicnic 口〇日ぺージ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerManager 
(338 ぺージ） 

• DianaScope (33 日ぺージ） 


Power Console Plus (管理 PC ) 口39ぺージ） 
コンソールレスで操作ずる場合。 COM ポートち使用可能。 


■1： • BTO (工場組み込み出巧）で購入した本装置のハードディスクドライブには電源管理をす 

る々のユーティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを 
参照してセットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER 
の中には含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver. 2.1(326 ぺージ 参照） 

— PowerChute plus Ver. 5.11 J/5.2J (329 ぺージ 参照） 

• ディスクアレイコントローラを詳細に設をするユーティリティは、をボード上へ格納さ 
れています。これらのユーティリティの設を方法については、ボードに•添付の説日月書を 
参照してください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーブに接続された八ードウェアを自動お化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER か 60 S をインス!'―ルする隐には、インス 
卜ール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ)だけを接続してセッ 
トアップしてください。 



—にごいて 


EXPRESSBUILDER 口ま3つの起動方法があります。起動方まによって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

I H-O 本袋置にディスクアレイコント□-ラボードび搭載されている時は、 
EXPRESS 日 UILDER を使用ずる場合にのみ、 LAN コンソール U ダイレクシヨン機能を無 
効にしてください。 


• 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM か 6 ブー 
卜旭動) ずる 

EXPRESSBUILDER を本装置の CD-ROM ド 
ライブにセットして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムか6起動ず 
るち法です。この方法で本装置を起動すると 
ちに示す 「 EXPRESSBUILDER トツプメ 
ニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目か6本装置をセット 
アップします。 


EXPRESSBUILDER 


r シームレスセ:シトアッブ J に RMD の投定 ft ろ， 
E を巧ユーティリティのインストールまでを 
切り目'を < (シームレスで）だットアップできる 
方ち巧. 

! トドディスクを醒別酌が语 i 異なみ ；ー ティ 
シヨン♦椒で规すなき合やおを巧インストール 
すなを含な.シームレスたットアッブを巧巧して 
くだすい.胃なたシトアッブをこの傑^が 
わって化'ミ T . 


两~〇 • 本装置け外のコンピュータおよび EXPRESS 日 UILDER が添付されていた本装置な 
列の Express 已 SOO シリーズで起動しないでくださし、刷章の原因となりまず。 

• メニューの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス!ルされて 
いる OS をミ肖去しまず。 OS らインス I ルし直ずお要びありまず。 


EXPRESSBUILDER トツプ メ ニューじつし） てはこの後の 「EXPRESSBUILDER トツプ メ 
ニュ ー」を参照してください。 
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• コンソールレスで 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM か 6 ブート ( 起動)ずる 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本 
装置に接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER を本装置の CD-ROM ド 
ライブか6起動ずると、 LAN か COM (シリア 
ルポート）で接続している管理用コンピュー 
夕 （ PC ) の画面には、 ちに示ず「トツプメ 
ニュー」が表示されまず。 

管理 PC か6このメニュ ー1 こある項目を使っ 
て本装置を遠隔操作をします。 

n-O • 本装置む列のコンビユータおよび EXPRESS 日 UILDER び添付されていた本袋置な 
目重司 列の Express 已800シ U - ズで起動しないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本装置にキーポードび接続されていないことが条件で 
ず。本装置にキーボードぴ接続されていると、 EXPRESS 日 UILDER はコンソール 
びあると半!]断し、 W 下の動作を巧いません(管理 PC にメニユーを表示しません)。 

トツプメニューについてはこの後の r コンソールレスメニュー」を参照してください。 

• Windows が起動した樹こ EXPRESSBUILDER をセツトずる 



矢巧キーて反 f ミを ig 目に合わせて，リターンキーぞ押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装肩のセットア.シブをサボートします。 

比ットアバ] 

本な■のセクトアシブを容易に斤えるように，自封的にセシト了ッブじぶ■要な 
ツールを巧動し.パラター女を段をしていきまず。ただし、セシトアジブが 
自動的に判ができないバラ^-夕は，オペレータに入力が要ボされます。 


Windows 95と J 降、または Windows NT 4.0 
W 降が起動した後に、 EXPRESSBUILDER を 
CD - ROM ドライブにセットするとメニューが 
表示されまず（ち國参照）。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは r マスター コン 
卜□ールメニュー」と呼びます。 

マスターコント□—ルメニューについてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 
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EXPRESSBUILDER トツ 



EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよひて) S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインス I ルをするときじ使用します。 

H-O BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合がありまず。 

EXPRESS 日 UILDER を起動できない場合は、日 IOS SETUP ユーティ U ティを起動してけ 
下のとおりに設定してください。 

旧 00 1」 メニユーで rCD-ROM DriveJ を1ま上に 、 rRemovable DevicesJ を吕ま目に設 
定ずる。 

起動 

次の手順に従って EXPRES 沈 UILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置，本装置の順に電源を OKI にする。 

2. 本装置の CD - ROM ドライブへ 「 EXPRESS 己 UILDERJCD - ROM をセ、ソトずる。 

3. CD - ROM を セッ トした リセ、ソ トずる （< Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か，電源を 
OFF / ON して本装置を再起動ずる。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり> EXPRESS 己 UILDER が起動します。 


EXPRESSBUILDER が起動ずると、 JiTF のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 
れまず。 


シームレスセットアップ 

RAID の構成か 60S のインストールまでを切れ目な< (シームレ 
スに）セットアップを巧います。 0S の再インスIルを行う場 
台.こち6のセットアップちまを選巧してください。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレス它ジトアジブ」 13. 脚 D の設定 6 A . 
货を柱ユーティリティのインストールミでを 
切り目なく （•ンームレスで）它ジトアツブてきる 
疏てす. 


;トドディスクをガ段:異なを/ティ 
シ3ン巧巧で巧！する場含や度理インストール 
する場含シームレスだジトアップを巧田して 
ください. fist な t ッ h アッフをこの巧能がけ 
って巧 I 、ミす， 


ッ_ 

EXPRESS 巨 UILDER に収め6れている「システム彰断」などの 
各種ユーティリティを個別に起動します。 



EXPRESS 巨 UlLDERt こつし'!て説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勃めしまず。 


終了 

EXPRESS 巨 UILDER の終了画面 
が表示されます。 


ソフトウェア編 
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シームレスセットアップ 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をか 60 S 
(Windows Server 2003 /Windows 2000) ,ち■種ユーティリティのインス I '■—ルまでを添 
付の 「 EXPRESS 己 UILDERJCD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップち法です。 

購人時の状態と異なる八ードディスクドライブのパーティシヨン設をで使用する場合や OS 
を 再 インス!ルする場合は、 シームレス セットアップを使用すると煩雑なセットアップを 
この機能が代わって巧います。 

r シームレスセットアップ」を違択すると、 OS のインス!ルを開始します。 

H-0 • 「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 

め、実行ずると A- ドディスクドライブの内容が失われることがありまず。 

• セットアップを開始した5、完了ずるまで本装置の電源を OFF にしないでください。ま 
た、指示があるまでセツトアップパラメータ F □を取り出さないでください。 


ツールメニュ ー 


ツールメニューは 、 EXPRESSBUILDER 
に収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを巧います。「シームレスセッ 
トアップ」では自動設定できない設定や、 

より詳細に設定したしけ易合などじ使用し 
てください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設走を行う場合 
も、ツールメニューを使用しまず。次にツールメニューにある項目について説明します。 

• RAI ひ肩報のセーブ/リストア 


RAIDI/hD- ラ：検出 
巧テ•ィ巧数：1 
"•咖テ.ィス难：1 
双/ ir 行'ィ巧：1 
RAIDlAl : 7 
ライトトト.： WRITE-THRU 
照。 n. かぶ：ちり 


RAID 情煤のセーブ/リス 


オフライン保守ユーテイ! J テイ 
システム直断 
サ *- トティスクの作团 
保守冊トティションの菌定 
音阻I旭/ FW のアッブデート 
システムマ； ?一 yx ン 1" 柱能 
ヘルプ 

トツブイニ;!一に民る 


I 两一〇 この機能をサボートしていないディスクアレイコント□-ラもありまず。 

その場合このメニューは表示されません。 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーシヨン情報をフ □、ソ ピーディスクに保存また 
は、フ□ツピーディスクか6復元することができます。 

一 RAID 情報のセーブ 

フ□、ソピー ディスクに コンフィグレーシヨン 情報を保存します。 フォーマツ ト巧み 
のを フ□、ソピー ディスクを用意してください。 

- RAID 情報のリストア 

フ □、ソ ピーディスクからコンフィグレーシヨン情報を復元します。 「 RAID 情報のセー 
ブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用意してください。 

• オフライン巧守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは，障害発生時に障害原因の解析を巧うためのユー 
テイリテイです。詳細は390ぺージまたはオンラインヘルプを参照してください。 
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• システム診断 

本装置上で各種テストを実行し、本装置の機能および本装置とあ張ボードなどとの接続を 
檢査します。システム彭断を実行すると、本装置に応じてシステムチェック用プ□グラム 
が起動しまず。347ぺージを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サボートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクか6起動ずるための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I ルの際に'必要となるサポートディスクを作成しまず。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成ずるためのフ□、ソピーディスクはお客様でご苗意ください。 

- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 200 3 x 64 Editions をインス I '■—ルするときじあ要となるサポー 
トディスクを作成します。 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインストールするときにを要となるサポートディスクを 
作成します t シームレスセットアップ」でインストールする場合は企、要ありません)。 

- Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000をインストールするときや Windows 2000の修復をずるときにあ要 
となるサポートディスクを作成します t シームレスセットアップ」でインストールす 
る場合はか要ありません)。 

一 R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 

-オフライン保ずユーティリティ 

オフライン保ずユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

ーシステムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ） による通報機能や管理用 PC か6のリ 
モート制御機能を使用するための設定を行うプ□グラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 

• 巧守用バーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対ずるメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の起 
動」 t (かの項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9ページを 
参照してください。 

I H-O 「保守巧バーティションの設定」の各頃目を実行している間は、本装置を U セットした 
り、電源を OFF にしたりしないでください。 

一保守用パーティションの作成 

已已 MB 程度の領域を内蔵八ードディスクドライブ上へお保し、続けて各種ユーティ 
リティのインス I ルを巧います。すでに保守用パーティションが痛保されている 
場合は、各種ユーティリティのインストールを巧うことができます。 


ソフトウェア編 
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—ち■種ユーティリティのインス!—ル 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM か6保守用パーティションへインストールしまず。イ 
ンス I ■'ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティをハードディ 
スクドライブか6起動した場合に、使用ずることができます。 

— 各■種 ユーティリティの 更ま斤 

名■種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ □、ソ ピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ □、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ t (外では、本項目は 
使巧しないで < ださい。 

一 FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K コマンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

8番街で配布される r を種己の S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
己の S / FW ロァームウエア）をアップデートすることができまず。「を種团 OS / FW のアッ 
プデートモジュール」じついては、次のホームぺージに詳しい説明があります。 

『NEC 8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 B の S / FW のアップデートを行う手順は函巧される r を種 B の S / FW のアップデートモ 
ジュール」じ含まれる rREADME . TXT 」 に記載されていまず。記載内容を殖認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを巧ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows NT の 
メモ帳などで読むことができます。 

I H -0 日 IOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本装置の電源を OFF にしないでくださ 
し、アップデート作業が途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 

• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行いまず。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説 S 月を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示しまず。 
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コンソールレスメニ 



EXPRESS 目 UILDER は、本装置にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種 
セ、ソトアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる r コンソールレ 
ス」機能を持っています。 


本装置む外のコンピュータおよび EXPRESS 日 UILDER が添付されていた本装置む列の 
Express 己800シリーズに使用しないでください。故障の原因となりまず。 

コンソールレス時の使巧は、本装置にキーボードが接続されていないことが条件でず。 
本装置にキーボードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールがあると 
判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本装置の接続状態じより、次の2つの方法がありまず。 

• LAN 接続された管理 PC か6実行ずる 

• ダイレクト接続(シリアルポート B ) された管理 PC か6実行ずる 

起動方法の手順については、 「 DianaScope 」 オンラインドキュメントを参照してください。 


■; 一 

rEvTi 


• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順居を変えないでください。 
CD - ROM ドライブが最初に起動ずるようになってないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能でず。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作ずるためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクが必要になりまず。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを巧意しておいてください。 

BIOS 設を情報は ]^ ソ下の値にセットされます。 


• LAN Controller 1 (10/100): 

• Serial Port A: 

Base I/O address: 
Interrupt: 

• Serial Port B: 

Base I/O address: 
Interrupt: 

• Serial Port Address: 

• Baud Rate: 

• Flow Control: 

• Console Type: 


[Enabled] 

[Enabled] 

[3F8] 

[IRQ 4] 

[Enabled] 

[2F8] 

[IRQ 3] 

[On-boad COM B] 
[19.2k] 

[CTS/RTS] 

[PC ANSI] 
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トップメニュー 

トツプメニューにある項目は次のとおりです。 


を種セツトアップを巧ク 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動ずる 


EXPRESSBUILDER のを種機能に 
関する説巧を表示する 



セツトアップ 


本装置の八ードウェア構成をチェックして， 
ディスクアレイコンフィ グレーシヨ ンおよび 
保守用パーティションの設をを自動的に巧い 
まず。 


t 、ント、ンノ. 




ツールメニユ ー 

トップメニューで、ソールを 選がずるとじ(下の メニューが 表示されまず。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中か6コンソールレスで巧苗できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 


— ニュー- 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表巧ろる 


JrA I 〇|情報の iz —ブ/リストア 


r フライン巧守ユーティリティ 
:/ステム診断 
サボートディスクの作巧 
1军守用^ くーテイシヨンの設定 
吕種己 I OS / FW のアッブデート 
ンステムマネージメント機台を 



トップメニューに戻る 


— "〇 EXPRESS 巨 UILDER トップ メニュ ー J の「ツール メニュ ー」にある機能とは較ずると巧の 
E 重3 点が異なりまず。 

• 「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは347ページを参照してください） 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0降 
が動作しているコンピュータ上で添付の 
rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセ'ソトすると、 
r マスターコント□ールメニュー」が自動的に起動 
しまず。 


システムの状態によっては自動的に起動しな 
I ヒンり い場合があります。そのような場合は、 CD - 
ROM 上の々のファイルをエクスプローラ等 
から実行してください。 

〈 CD - ROM のドライブレタ ー〉¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスターコント□-ルメニューか6は、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエア 
のインストールやオンラインドキュメントを参照ずることができます。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF おまの文書で巧供されているものもあります。こ 
1 - 0 ^ のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズれ製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている化要があります 。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
あらかじめ Adobe システムズ社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストール 
してください。 

マスターコント□—ルメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックずるか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム.権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され達択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 

I P -0 CD - ROM をドライブか5取り出ず前に、マスターコントロールメニューおよびメニュー占、 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 


〇オンラインドキユ>ント 


EXPRESSBUILDER 



Copyri が NCC Coiporcriicxt 


NEC 
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ExpressPicnic 

「 Express 円 cnic ®」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで使用する「セットアップパラメー 
夕 FD 」 を作成する ツールです。 

EXPRESSBUILDER と Express 円 cniG で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と，いくつかのお認のためのキー人力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えまず。また、再インス!■'ールのときに前回と同じ設定でインス!ルずる 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESSBUILDER か6セットアップずるこ 
とをお勧めします。 

I — ~〇 Microsoft Windows Server 2003 x 己4 Editions 用の「セットアップバラメータ FDJ 
は作成でをません。 

■i 「セットアップハ’ラメータ FDJ がなくても Windows Server 2003または Windows 2000をイ 

ンストールすることはできます。また、「セットアップハ’ラメータ FD 」 は、 
EXPRESSBUILDER を巧ったセットアップの途中で修正-巧成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作が 


日 S をインス!-ールずるためじ必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成しまず。じ(下の手順に従ってください。 

，|; ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ- PC - 9800シリーズ- PC - AT 互換機で動作します。 

rEvTi 

1. os を起動する。 

吕.ミ乘付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ(こセツトずる。 

マスター コント □ールメニューが 表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されま 
ず。 
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己.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設を]ダイア □ グボ、ソックス 
が表示されまず。 


^邮 l(P). Ctrl^F 

咖つ.レた - M 


巧如!) i 巧(因.. 

1 .. 


■icnic 


に) NEC System TechnologieaJ.tdJ<EC Coip 町 alion 2005 

| w«iw け。■'苗巧:; ■? イルち巧が 

NUM 1 


目.各項目を設をし、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボ、ソクスなど、 
セットアップ情報を設ちずるダイア□グ 
ボックスが順に表示されます。 


0幻 f 則 


{Windows Server 20 
OS 言拓 

ディスクの I 免ち 
口 ArrayDisk 
口 RAIC の W 巧な巧 
巧巧ディスクの卜ータ jwa P 


3 Stand^rd/briterprise Edition ▼ ] i OK 


I 日本 a 


つ 


和ンか J 


バック $ 。巧するディスタ a P 

バックミ。なする RAID fRa ボ 

ライトモードな白れ IS ミ r キれ IS ミ 


] 


r 


7. メッセージじ従ってダイア□グボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックす 

る0 

セットアップ情報の設をが完了ずると、 
[ファイル保存]ダイア□グボックスが表 
示されます。 


I チェック I 

[キャンセル]をクリ 、ソク すると入力し 
た内容が消えてしまいます。 



巧ま7シン 
インスト—ルい'ス 


jWIndow 
P Service Pack の巧用 
バ—テイシ a ン 
巧朽規バーテイシ3ン 


r を巧巧 
がズ指定 


r 巧巧のパ-ティシ a ン 
P ファイルシステムを NTFS へまお 


18192 


MB <409日〜999999 MB〉 


• L 画 

使用者名と会社をを日本語で設をする 
場合は、 ExpressPicnic で設をしてくだ 
さい。シームレスセットアップ中に日 
本語入力することはできません。ただ 
し、シームレスセットアップを使った 
インストールを完了後、ログオンのと 
きに表示されるポップアップ面面で再 
入力し直すことができます。 


<房る© 



キザンたル_ヘルフ 
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8. [セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボックスがオン(こなつていることを確認 
し、[ファイルを]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイルをを入力する。 

9. 1.44 M 巨でフォーマット済みのフ □、ソ 
ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドラ 
イブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 


■おが巧ち 

/ P 弓トァッブバラメ-夕 FD 
レを 

1 OK 

キトンセん 

- [SETUPOl 

-V. 11；； 

」 


「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインストールするときに使用しまず。ラベルを/弓より 
大切に保管して<ださい。 



rETFI 


• を項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくださし、。詳しくはヘルプを参照し 
てください。 
















ンのインス I ル 


「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM でサポートしていないアプリケーションを追力□でインス 
卜ールずる場合は、 W 下の手順に従って r セ、ソトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

( ■■〇 追加でインス!ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップ対応されている必要 
E 重3 がありまず。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （308 ぺージ参照)。 


2. [ファイル]メニユーの[情報ファイルの新 
規作成]をクリ 、ソク する。 

[ディスクの設を]ダイア □ グボ V クスが 
表示されまず。 



llJi 巧た7けの-苗巧7?イルを巧ぶ 


3. 各項目を設定:し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボ、ソクスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順に表示されます。 

4. メッセージじ従ってダイア□グボックス 
の各項目を設をし、[次へ]をクリックす 
る 0 


I チェック] 


[キャンセル]をクリックずると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


〇邻則 


I 日本巧 




[windows Server 2003 Standvd/Enterprm Edition ▼] 

OS 言拓 

ディスクの!な 
口 ArrayDisk 
p RAIlWfJitt 巧な 
巧巧ディスクの卜ータルな 
バック定。巧するディスク姑 
"ックをななする RAID 
ライトモードな白れ1$ミ 


おン化 J 


P 


户 


[Rd ボ 

广 キ閒 S ミ 

jJ 


r 


つ 


5. [アプリケーションの設を]が表示された 
ら、 [追力□アプリケーションのインストー 
ル]じチェックを入れる。 

6 . [ファイル指を]ダイア□グボックスが表 
示された6,[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることをお認し > [ファイルを]ボックス 
にセットアップ情報のファイルをを人力 
ずる。 

7.1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッ 
ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドラ 
イブにセットし、 [ OK ] をクリックする。 


アブリケーシ3ンの設ま 


「アブ J ケーンヨンの 1 S 定 
[7 ESMPRO 

r Power Console Plus 

厂 F がに heck 

P ェクスブレス巧がサービス 


註柿設定 J 

-I I 


I Adaptec Storage Manager p 
I Promise Array Management j " 
厂 WebPAM 厂 


■ MSM 


ユーヴ / グルーブ登碌- 

グルーブのな巧 設定 


の 

■ I 厂穴容量典 
1 ! 口强视’^^ 


_。柱虽用 0 EM - FD の通巧 

りザ;^’ジ当つ巧イ^スド';^)の 


I キザシ t ル」 
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大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルずる場合は、 t (下の手順に従って r セツトアップパラ^ータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる(308ぺージ参照)。 


2 . 


[ファイル]メニユーの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックずる。 

[ディスクの設を]ダイア □ グボックスが 
表示されまず。 



3. 各項目を設定:し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボ、ソクスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順に表示されます。 

4. メッセージに従ってダイア□グボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


にエック」 



[キャンセル]をクリ 、ソク すると入力し 
た内容が消えてしまいまず。 


己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[大容量記懦装置用 OEM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 

6 . [ファイル指を」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメーク 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する0 

7. 1.44 M 巨でフォーマット済みのフ □、ソ 
ピーデイスクをフ □、ソ ピーデイスクドラ 
イブにセットし、 [ OK ] をクリックする。 
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稼働機からの情報採取 


ExpressPicnic が起動しているマシン ( Express 5800シリーズ)のセットアップ情報を自動的 
じ裸取し、セットアップ情報ファイルを作成します。 


[チェック] 


ユーザ/グループ情報は裸取できません。 

アプリケーシヨンで設定情報を裸取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけでず。 
取得できない情報に関しては、既を値を表示しています。 

Windows 2000のみサポートしています。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （308 ぺージ参照）。 


2. [オプション]メニューの腺働機からの情 
報操取]をクリックする。 

採取後は、磕詔/修正画面に移ります。初 
期値が、採取したデータになっているこ 
とを除けば r 情報ファイルの新規作成」、 
あるいは r 情報ファイル修正」と同じで 
ず。 



な K め中の7みからインス!'-ルが卜牌巧の按巧 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更ずる必要のあるパラ 
六ークのみ修正して、複数のセツトアップ情報ファイルを作成します。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （308 ぺージ参照）。 


吕.[オプション]メニユーの[大量インストー 
ルのアシス 卜]をクリックずる。 



ExpressPicnic 


(C)HEC System T echnoloijes.Ltd ぶ防 Corporation 2005 



3. [ファイルを開く]画面でペースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセツトアップ情報ファイルの設を値がリストの一番上の欄に表示されます。 


4. [追力日]をクリックする。 
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本装置用バンドルソフトウエア 

本装置にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインス I '―ルのちまについて簡単に説 S 月します。 
詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAsenUWindows 版 ) 


ESMPRO / Se 「 verAgent ( Windows 版）は本装置にインス I -―ルするサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ―ルすることができま 
す。ここでは個別にインストールずる場合に巧っておいていただきたいを意事項とインス 
トールの手順を説おします。 

jl ; 運用上の-ま意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM 内のオンラインド 
I ヒン jT I キュメント 「 ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載してい 
- ます。ご覧ください。 

インス I ル前の準備 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Agenta / Vindows 版を動作させるためには対ま OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設をについてはスタートメニューか6 
起動する r ヘルプ」を参照して < ださい。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップを信先にを信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
56「リ6「1\/130396「側の設走で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変更し 
た場合は、 ESMPRO / ServerManager 側でおしく設をしたコミュニティをと同じ名前を人力 
しまず。 


ソフトウェア編 
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インス!ル 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
卜ールはミ乘がの 「 EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM 
を使用します。本装置の OS が起動した後、 
Autorun で表示される少ニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]- [ ESMPRO ]-[ ESMPRO / 
ServerAgent ] の順にクリ、ソクしてください。 
降はダイア□グボックス中のメッセージに従って 
インス I -ールしてください。 

I — »〇 アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
ントでシステムに□グインしてぐださい。 



ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行ずる場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□—ラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 



rETFI 


アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


木 ツセー ジじ従って処ミ里して〈ださし、。 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを確認してください。 

1 . 本装置を再起動ずる。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgentWindows 脫の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認ずる。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめからイン 
ス I ルし直してくだきい。 






















Pow 色 r Console Plus けーパ ) 


Power Console Plus はディスクアレイシステムを構藥している Windows サーバの監視-管 
理用のアプリケーションでず。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順じついては、 EXPRESSBU 1 LDER 内にあるオン 
ラインドキュ；<ント 「Power Console Plus ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

一 本装置の 3.5 インチ八ードディスクドライブベイまたはオプションの増設 HDD ケージをディ 

I チェック I スクアレイ構成(こした場合 、 Power Console Plus をインストール後 、 Enclosure 
Management メニューの Enclosure Property 画面节、システムイベント□グじと尸 F のよう 
に表示されますが、 3.5 インチハードディスクドライブベイやオプションの HDD ケージでは 
FAN 2 は使用しないため、動作には問題ありません。 

• Enclosure Property 画面上 

Fan 1： Operational 
Fan 2： Not present 

• システムイベント□グ表上 

Adapter 1 Channel 1 Target 6： Status of Fan #2 二 0 x 02: Not Installed 

カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console Plus があらかじめインストールされている場合 
があります。このままでも使用できまずが、後述の 「Power Console Plus けーパ）の環境 
設定」じ記載の内容の設定を行うことをお勤めしまず。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添がの (" EXPRESS 目 UILDER 」 に収められている自動インストール 
ツール r シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始ずると、アプリケーションを設定するダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
遠 、 Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールしてください。 
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手動インス I -ール(新規インス I -ール) 


手動でインス I -ールする場合はじ(下の説明を参考にしてインス I ルをしてください。イン 
ス I ルに関ずる詳しい手順と操作ち法については EXPRESS 己 UILDER 巧にあるオンライン 
ドキュメント 「Power Console 円 us ™ ユー ザーズ マニュアル」を参照してください。 


Power Console Plus (ヴーバ)をインストールする前に 

Power Console 円 us けーパ）をインストールするときは、次に示す準備をしておくあ要が 
あります。 

• ディスクアレイのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP / IP の設をが終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 5. 5じ(降がインス I '■—ルされていること 


Power Console Plus (ヴーバ)のインストール手順 

Power Console 円 us けーパ）のインストールは 
添付の EXPRESSBUILDER を使用しまず。 

Windows では EXPRESSBUILDER をドライブに 
セツト後、 Autorun で表示されるメニューか6 
[ソフトウエアのセツトアツ：/]- [ ESMPRO ]- 
[関連ユーティリティメニュ ー ]—[Power 
Console 円 us ] の順にクリ、ソクします。 



ここで表示されるセットアップオプションの違がでインス I ルするコンポーネントとして 
r サーバ」または r サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 W 降 
はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インス! 

ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートか6の監視をする場合は別途、 
Power Console 円 us 借理 PC ) をインス I ルしてください。 

上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管巧す 
rtvfi るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 




















Power Console Plus ( ヴーパ)の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御ずる場合はすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを 
登録して<ださい。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要でず。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御ずる場合は管理サーバのホストををずでにある riocalhost 」 の設 
定と置換して<ださい。サーバ内でのみ制御ずる場合はこの作業は不要です。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

「 c :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Wimt は、 Windows の一般的 
なインストール先フォルダでず）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などに変更してください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスじ登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができまず。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察巧したり、障害発生時に迅ま 
に保守を巧ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作ずるエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービスの MITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保ずサービス （ PC 适報連携機能）を提供していまず。 

カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 

モデルじよっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I -―ルされている 
場合もありまず。インストールミきみのエクスプレス适報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必、要な契約を行い、通報開局 FD を入手してか5、次の操作を巧うとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 间こあ 
るオンラインドキュメント r エクスプレス适報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 trF の契約等があ要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本装置の八ードウエアな守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済み 
でないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後ち付される通報開局 FD がみ要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してか6、セツトアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I ルミ斉みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 
1. [コント□-ルパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] を選択する。 

吕.[全般]タブの[通報の設を]をクリックずる。 

アラートマネージャ設定、ソールが起動します。 

3. [、ソール]メニューの[エクスプレス通報サービス L [サーバ]を選択ずる。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動しまず。 

4. 通報晶局 FD をフ□、ソピーディスクドライプにセットし， a 報围局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有タカとなります。 
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手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は> t (下の説明を参考にしてインストールしてください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、と J 下の環境があ要です。 

A - ドウェア 

• メモリ 18.0 M 己じ(上 

• 八ードディスクドライブの空き容量30.0 MBtJ 上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使巧する場合、モデムがあ要です。ダイヤルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の届報を使用ずる場合、 SMTP をサポートしているメールサーバがあ要 
でず。 

ソフトウエア 

• 添付の 「EXPRESS 己 UILDERJCD-ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 
• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートずる 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境があ要です。 
ESMPRO / ServerManager * + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 U 降 

* 監視対まとなるサーバにインス I ルされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョンじ(上を使用してください。 

(例）監視対まとなるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent の 
パージョン 3.8 の場合、バージョンが 3.8 W 上の ESMPRO/ServerManageW 
か要でず。 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等があ要となりまずので，あ6かじめ準備してくださ 
い。 

• 本装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済み 
でないと> エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細じついて 
は、お買し^求めの目反売店にお聞い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される适報開局 FD が企、要となリます。まだ到着していない場合，适報開局 FD 
が到着してか6、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 
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PC 通報連携機能 


PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動届報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察巧したり、障害発生時、すみやかじ保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約があ要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テー プ監視 ツール 


テープ監視ツールは、本装置に搭載したテープドライブな6びに使用しているテープメディ 
アの状態を監視ずるユーティリティでず。 

へ、ソドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、テープドライプを搭載している本装置にはこのユーティリティ 
をインストールすることをお勧めします。 

カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 

モデルによっては購人時にテープ監視ツールがあ6かじめインス I ―ルされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設走してください。 
サービスの設定は[コント □—ル パネル]の[サービス]をダブルクリ 、ソク ずると起動します。 

• 違択するサービスを ： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]じチェック 

サービスじ打396八16「1；な6〇1<6「]がない場合は、本装置じインストールされていません。次 
の r 手動インストール(新規インス I ル）」を参照してインストールしてください。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインドキュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM の々のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 6 .口が 


動作環境 

A - ドウェア 

• 八ードディスクドライブの空き容量 2.2 M 己じ(上 

ソフトウェア 

• オペ レーテ イングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 Service Pack 已 U 降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 

Microsoft ® Windows ® Server 2003および Microsoft ® Windows ® XPl まサポートして 
いません。 
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• アプリケーション 

— ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

— ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
— ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (きエディション） 

—目 ackupExec for Windows NT Ver .7.3 
—目 ackupExec for Windows NT Ver .8 .己 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

- #BKUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりでずに002年9月現在-本内容 
は予告なしに変更されることがありまず）。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
♦ 内蔵/外術 AT の DS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外が LT 0 


N 8151 -28/-34/-34 A /-41/-41 A /-44/-46. 
N 8551-19/-28/-34. N 8560 -16 
N 8151-29/-36. N 8551-20/-29/-36. 
N 8560-17 

N 8151-12 BC . N 8551-12/-12 A /-12 BC . 

N 8560 -12/-12 AC 

N 81己 1-13 AC 、 N 8551-13/-13 AC . 

N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45. N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27. N 855 1-27. N 8560-23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページじある 
[NEC 8番街 ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」一「商品情報-消耗品 ( Express 5800 • 
テクニカル ガイド）」にある r バックアップ装置」を確 f 忍してください。 
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インストール手順 


添付の rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM の次のディレクトリにある rSetup . exe 」 をエクスプ 
□ー ラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 

W 降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説 S 月しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることをお認してください。「カスタムイン 
ス I ルモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは rC : 
¥ Program ドお5¥下396八16け(ホ6〇1<6「¥ひ「1.1|11」です(デフォルトの設定:でインストールした場 
合）。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 




ESMPR 日 / UPSController Ver.2.1 


巨 TO (工場組み化み化荷）でインストールされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 について 
説明します。 

BTO (工場組み込み出荷）で指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソ 
フトウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれてし、ません。 


インストール済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

本装置のモデルの中には化荷時に rESMPRO / UPSController 」 がインス I ―ル済みの場合が 
ありますが、設定値はデフォルト値のままじなっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセ、ソトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス ( SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□-ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント □- 
ルパネル]を開じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分と J 上経過してから次の方まで動作を確認しまず。 

動作お認は、「確認1」、「確認2」の両方とも巧ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設を変更」に示すの処理を行う'必要はあり 
ません。 

■ お認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動していること 
をモを認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

吕.[イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を還おし> [システム]を還ぶ。 

3 . 上記じより表示されたイベントの中から[ソース]をが rSPOC-l Service」 のものを逞ぶ。 

4 . イベントの[詳細]を表示し， j；rF のイベントの[説明]があることをお認ずる。 

[正常] UPS 通信晶始 

[異常] UPS 通信エラー(お応答） 

このイベントがを在した場合.この後の「設を変ち」を参照して ESM PRO/ 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 61 認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「お認1」で「正常」を確認した後、 GU I で UPS の情報が正しく表示されていることを確認し 
てください。 

1 . [スタート]メこユーの口□グラム]- [ ESMPROJJPSController ] - [UPSController 7ネう•りを 
起動する。 

起動方まの詳細は> 別冊の ESMPRO / UPSContro 临 r の「セットアップカード」を参照してくださ 

し、。 

吕. [ UPSController 巧-シ‘巾]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることをあ認する。 

[正南] UPS 情報の r 商用電源の値 ( V )_ K 「商用最大電圧の値( V )」.「商用最ル電圧の値 ( V)_K 
「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異南] UPS 情報の r 商用電源の値 ( V )_ K 「商用最大電圧の値( V )」.「商用最ル電圧の値 ( V)_K 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の r 設を変ち」をき照して ESMPRO / UPSController の設をを変更してください。 


設定変更 

r 動作確認」の「お認1」、または r 殖認2」で r 異常」だった場合は、次の設を内容を確認して設を 
を変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPRCLUPSControll 押 ]- [UPSController 巧-シ‘りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の r セツトアップカード」を参照してください。 


2 . [ UPSController 巧-シ >] のメニューバーより，[設を]-[動作環境の設を]を違巧し > 下記の設を 
画面を表示し.ち設を内容をお認ずる。 



3 . 正しく設をした後， [ UPSController 巧-グりのメニューバーより，[ファイル]-[上書き保苗を 
選巧し.設定を保をずる。 


4 . [コント□-ルパネル1の[サービス]を請き，に POOl Servic 幻を再起動する。 
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新規インストール 


ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインストールずる手順を説明しまず。 


ESMPRO / UPSController のアンインス I ル 

現在コンピュータにインストールされている ESMPRO / UPSCont の ller をアンインス I ル 
してください。 

ESMPRO / UPSController のアンインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Startup 」 roCD - ROM(h 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2. 1 ( UL 1 047-401)」 の Key - FD (キーディスク）を使ってアン 
インストールしてください。 ESMPRO / UPSController のアンインストールについての詳細 
は、另刪の ESMPRO / UPSController の「セットアップカード」を参照してください。 

アンインス I ル後は、企、ずコンピュータを再起動してください。 


インストール 

ESMPRO / UPSController のインストールは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD - ROM と 
rESMPRO/UPSController Ver .2. KULI 047-401) 」の Key - FD (キーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 ESMPRO / UPSController のインス!ルについての詳細は、別冊 
の ESMPRO / UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 


アップデートインス!-ール 

アップデートは次の手順に従つてください。 

1 . Administrators □—カルグループじ所属ずるユーザーで□グオンずる。 

吕.安全のためじ，'必要最ル限のアプリケーシヨン （ Server サービスなど）を陈くアプリケーシヨンを 
終了ずる。 

3 . 「スタートメニュー」 一 r 設を」一 r コント□-ルパネル」 - T サービス」で次のサービスを停止する。 

• SP 0 C-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 

4 . 「 E 冲 ressServerStartup 」 の CD - ROM を CD-ROM ドライブじ >「 ESMPRO/UPSController 
Ver 2.1 ( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーディスク）をフ□、ソピーディスクドライブにセットする。 

已. 「 ExpressServerS ね rtup 」 CD - ROM の中にある rSETUP . EXE 」 を起動する。 
ESMPRO / UPSController のアップデートが晶始されまず。 

6 . アップデート完了後> システムを再起動する。 

7 . 再起動後> ESMPRO / UPSController マネーツヤを起動し， ESMPRO / UPSController のバージヨ 
ンを磕認ずる。 
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w 上でアップデートは終了です。 







PowerChute plus Ver.5.11 J/5.2J 


目 TO (工場組み化み化荷)でインストールされる PowerChute plus Ver .5.11 J /5.2 J 1 こついて 
説明します。 

pi ： BTO (工場組み込み出荷）で指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソ 

杉卜] フトウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれてし、ません。 

カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 

本装置のモデルの中じは化荷時に 「PowerChute plus ] 巧インス トール済みの場合がありま 
す。ただし 、 PowerChute p / us はデフォルト値の状態でインストールされています。 
ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p/us ヴービス (UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 

[コント□-ルパネル]のけービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 
してください。すでに [ UPS-APC Pow げ Chuteplus Service ] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□-ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute p/us Service が起動後、約1分 W 上経過してか6次の方法で動作を 
磕認します。 

動作磕認は、「お認1」、「お認2」の両方とわ行って<ださい。「確認1」、「お認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設走変更」じ示す処理を巧うあ要はありま 
せん。 

■確認！イベントビューアによる確認 

Windows の r イベントビューア」で PowerChute p / us が正常に起動していることを植1忍し 
てください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

吕.[イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を還巧し> [システム]を還ぶ。 

3 . 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が rups 」 のものを逞ぶ。 

4 . イベントの[詳細]を表示し、 W 下のイベントの[説明]があることを磕認する。 

[正常] UPS との通信がお立しました。 

[異常] UPS との通信がお立できません。 

このイベントがを巧した場合> この後の r 設定:変更」を参照して PowerChute plus の設 
をを変更してください。 
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■ お認 2 PowerChute p 山 s の GUI によるお認 


「お認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 


1 . [スタート]メこユーの口□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動ずる。 
起動方法の詳細は PowerChute plus の「インス トールガイド」を参照してください。 

吕. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることをお認ずる。 

[正常]データフィールドエリアの rUPS 出力丄「最ル電圧丄「最大電圧」， 「 UPS 温を」，「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rUPS 出力」，「最ル電圧 _ K 「最大電圧」， 「 UPS 温を _ K 「化力周液数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の r 話を変ち」を参照して PowerChutep / us の設をを変更してください。 


設定変更 

r 動作確認」の r 確認1」、または r 確認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 


1. [スクート]メニユーの[プ□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ Powe 「 ChutePLUS ] を起動する。 

起動方法の詳細は 、 PowerChute p / us の「オンラインヘルプ」、または PowerChute p / us に添付 
の「ユーザーズガイド」を参照して<ださい。 


吕. [ PowerChutePLUS ] のメニューパーより、[構成]-[通信パラメータ]を選択し、下記の設走画面 
を表示し、各設定内容を磕認ずる。 


通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 



_ — 

尸 S|、| ザ II 巧 '" 

醜ド- (C0M1 

X R スマ十;ノ巧リっク • 3 


^广…しス 

通信が十 |C0M3 ，| 

R 卜> 

モ r ム初期化文字列 1 


ホ—-し十に 400 二] 

SMTP おし- . 

SMTP ブ-がを 

1 

SMTP アカウホを 

1 

SMTP ド? i ィ)を 

1 


コンピュータと UPS の通信 
を巧う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


H 0 K J ぉ阿し I 


3 . 正しく設定:した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[システム] 
一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視ずるサーバを選択ずる。 

4 . 前ページの動作磕認をずる。 

新規インストール 


PowerChute p/us の新そ見インス I '■—ル（再インストール）については、 PowerChute plus に 
添付の「インス I ルガイド」を参照してください。 
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BMC Online Update 


BMC Online Update は、インターネツトで配布される 「BMCXBase board Management 
Controller ) ファームウエア」を使用して、目 MC ファームウエアを更新するソフトウエアで 
す。 

動作環境 

• 八ードディスクドライブの空を容量 

2 MBJ ： 又上 
• サポート 0 S 

Windows 2000 Server 
Windows 2000 Advanced Server 
Windows Server 2003 Standard Edition 
Windows Server 2003 Enterprise Edition 
Red Hat Linux Enterprise Linux ES 3 
Red Hat Linux Enterprise Linux AS 3 
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インス!ル 


Windows Server 2003 • Windows 2000 

BMC Online Update ( Windows 版)のインス I -―ルは、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - 
ROM を使用します。 

本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニユーか6[ソフトウエアのセツトアツ 
で一旧 MC Online Update ] の順にクリ、ソクしてください。 

じ(降はダイア□グボックスのメ、ソセージに従ってインストールしてください。 



Linux 

1. CD-ROM からファイルを適当なディレク 
トリに コピーする。 

cp /mnt/cdrom/BMCTOOL/OnlineUp/ 
巨 mcOnlineUpdat 氏 i38 目 . 


吕 . 「pm ファイルを解凍ずる。 

rpm -ivh BmcOnlineUpdate.i386 



ご ' root#westviile533_2u："* 「■ 

login as： root ■ 

roo けけ 2.16B.14 .巧 's password: ■ 

Last lofin： Wed Jul 7 18:06:22 2004 frofo 1S2.168.14.198 ■ 

[rootSwestvi I Ie533_2u root] It rpm - ivh BaicOnl ineUpdate. i386| H 


332 























起動方法 


オペレーティングシステムによって異なりまず。お客様の環境 I こ合ったものを参照くださ 
い。 


巨 MC ファームウ I アの更新作業をしている間は本装置の電源を OFF にしないでくださ 
し、。更新作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなりまず。 

更新された日 MC ファームウェアは、本装置の再起動後に有効になりまず。再起動を巧 
ラまでは、更新前の状態で運用を継続しまず。 


Windows Server 2003 


スタートメニユーから[全てのプ□グラム]— [ BmcOnlineUpdateHBmcOnlineUpdate ] の順 
I こクリ 、ソク しまず。 


I サーバーの巧 a ち5 
117ンドブ D ンブト 
J I クスブ□ーラ 


BmcOnlineUpdate 
巧帳 


^マイコンピュータ 


〇 > 〕ント □ ール / はル ◎ I 

が音巧 クール I 

^ ブリン化 FAX 

か〜けけボ - 卜(陆 
巧兼を） 

> Windows Update I ちして実巧 ( 巧 — 

Windows カタ□ヴ I 




.丘）ストトァ，プ * 

.巧音巧ッール ► 

A Internet Explorer 

1 る Outlook Express 
リモート 7 シスタンス 



囚 □ ヴオフが回外，トダウン(ぶ 



I 去 スタ-卜 J 々过 


Windows 2000 

スタートメニユーから[プ□グラム]— [ BmcOnlineUpdateHBmcOnlineUpdate ] の順に ク 
リ 、ソク します。 



ちブロヴラム (E) 


■4k 曰 mcOnlineU が ate 



BmcOnlineUpd^t 


Administrator 
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Linux 


下記の入力を行い、プ□グラムを開始してください。 

cd / usr/BmcOnlineUpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 


日本語をサボートしていない場合はオプション" - ja " を付けないでくださし、。 
./BmcOnlineUpdate 


.為 r 〇〇 t#Be Kin i ： /usr/BmcOnlineUpdate 〕を l|^ i 

login as： root H 

root 日 192 .け 8.U.23's password: H 

Last losin： Thu Jul 8 08:23:17 2004 from 192.188.14.198 ■ 

[rooiSBel I ini rootlB cd /usr/BmcCInl ineUpdate/ H 

[root 贿 el I ini BtncOnI inellpdale]# ./BmcOnI ineUpdate -ie| H 
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な！ ESMPRO Server AeenI 
^ イン 9 -ネゥトオブシむ 
过キ-ポ-ド 
わヴ-ムコン!"〇-ラ 
0ヴ〇ンドと才ーディ4デバイス 
y システム 
みスキけとがラ 
d タス。 

1タスウパーとじ夕ート]ブこユ ー 
A ネ外ヮ叫巧括 
* "-ド。巧の柳 
-TtM ォブシわ 
W ろ W'k 


Windows Server 2003 

1 . スタートメニューか6[コント□ールパネ 
ル]-[プ□グラムの追化と削晩の順にク 
リ、ソク する。 


2 . [ BmcOnlineUpdate ] をクリックし、[変 
要と削除〕をクリックずる。 

以降はダイア□グボックスのメッセージ 
じ従ってアンインストールしてくださ 
い0 



Ei 



アンインス I ル 

オペレーティングシステムによって異なります。お客様の環境に合ったものを参照くださ 
し）。 


，こな ッと才とど 
化舌面巧がぶお付 
J 討ま画が S ■巧巧日 
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Windows 2000 


1 . スクートメニューから〔設定]一[コント 
□ールパネル]-[アプリケーシヨンの追 
力□と削除]の順にクリックする。 


I Windows Update 


恒 I づ□ロラム(区 
う最近使っをつァイル(の 



I 


萄巧南に） 

みヘルッが 

^フ7イルをを指ミして載テ(が… 

巧！！シャット5ウン山)… 


晒 

づリンが巨） 



3わ夕-卜 II 




-Inlxl 

J フバル(り巧ち (£) 表示(ぶお巧に入びぶツールの 

ヘルブ (H) ini 

,♦■戻る， * • を1る该ぉ a フ子ルさ‘ d 履歴1なな X け1国， 

J アドレス⑩1因〕ントロ-ル，はル 

二]ク巧岛 

切 J ( 

コントロールバネ ^ 
ル 




、の Plug-in 〕ント日-ル/城レ 

1 J ；? リク-シヨンや Windows コンポ-こ 

〜モがのプ〕 

アづリヴーシヨンや Windows ID ポーネント5イ 

アブリウ ー>3ンの追かと削 
拾 

アブリクーシヨンや Windows 
コンポーネントをインストール 
および削梓しまず， 

WInrinwci 1 Irrtatp 

winrtnws ク mn サポート 

曲キ-ポ-ド キ-ポ-ドの1をミ定リス巧イス’しまず 

占15スウ 芯む-蜘自面のにお巧る5リ 

凶]ォン ト 击む-如フォントを巧示.むよび1 

宝|ち'巧ツ-ル でピュ-如)ち巧に閣する巧ミを U 

巧ち;面オブション でピ王—如)ちち力段ちを巧巧し5 

g システム システムの基本巧巧を巧をし、詳細 

读ヴ-ムコントロ-う ジョイステかヴ?>ヴ-ム化ドなどのヴ 

g 面面 デスクトッブの巧示とスウリ-ン C - バ 

g ハ-ドウロの追加と削除 ハ-ドウ I ァ空インスト-ル、肖1脱.お， 

4つホル5オブション つァイルやつすル如)表示のリス巧イニ 

るネットロ-りと g イヤルァ'ノブ S 巧胁の〕ンた -5 C ネットロ-り.イこ- 
かロス マウスのお厨カス9マイプします。 

因ユ-ヴ-神かのすで/ョン ユ-ザ-巧助のおち巧カス巧イプし? 一■ 

ゴライ G ンス ライ它ンスすブションを変でします。 

由ヴリン5 日-カルやネットヮ-口のブリン巧追力 

ホ化なのオブション き語，巧巧.時をは)'よび日付のち 3 ，j 

<1 1 ''り 

，かウ-シヨンや Windows コンポ-ネントをインスト-ルれ叫 

曲!マイコンたづ 皮 


2. [ BmcOnlineUpdate ] をクリックし、[変 
更と削除]をクリックずる。 

W 降は、ダイア□グボックスじ表示され 
るメッセージに従って操作し、アンイン 
ス I -ールしてください。 


二 igJjiJ 



巧 D 白 naScope Mara 巧 r 1 .00 
を! D 白 naSco 巧 PXE Service 
jui ぶの2 Runtime Environment, St 
巧 v1.4.2-02 

SystemGbbe DepbymentManager 
巧! Windows 2000ち巧ツール 


サイズ 日 0.7 MB 

サイズ 300 KB 


じるぬ）」 


ンポーネント 
のち力 K 削 
除 


ぶ 

ブロヴラムの 
追加 


.よ BmcOnlineUpdate 


功ブ□ヴラムををミした0、む 
-5 から削梯した的るには、腰ち 
と削鮮を饥ッウしてください， 




J 化 AJ 9 S 000 N 
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エラー表示一責 

じ(下にエラーメッセージと対処方法を示しまず。 


メッセージ 

巧処方法 

アップデートのみ要がありません。 

現在ごイ重用の環境は，アップデートしようとしたデー 
夕よりがしいか同じデータが適用されています。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置の 
データで Update を実巧してください。 

BMC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカード/アドバンスドリモー 
トマネージメントカードが正常に挿人されているか確 
認してください。 

BMC を挿入禮に update を実行してください。 

オンラインモードに移行できません。 

BMC がビジー状態の可能性があります。 

数分禮じ再度実行してください。 

運用中のデータの退遥に失敗しました。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中にエラーが発生しました。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライバが見つかりません。 

IPMI ドライパをインストールしてください。 

サポート対象外です。 

アップデート機能をサポートしていない BMC でず。 

このツールによりアップデートはできません。 


謂"〇 巧姐方法を実行しても、アップデートに失敗した場合は保守員に連絡してくださし、。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

本装置をネットワーク上から管理するための r 管理 PC 」 を構築ずるために必要なバンドルソフトウエアにつ 
いて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO/ServerAgent がインストールされた〕ンピュータをネットワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するじは、本装置にバンドルされている ESMPRO/ServerManager をお使いく 
ださい。 

管理 PC へのインス I ''ール方法や設定の詳細じついてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

jl ; ESMPRO / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

「0^ 卜で説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内のオンラインドキュメン 
卜 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


DianaScop 色 


DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理ずるためのソフトウエアです。 
DianaScope の機能やインストール方法 I こついての詳細はオンラインドキュメントを参照し 
てください。 


方■(ルの «* の*モ(《お W こ入り (《 ッ-化 m ヘルブ (H) 

四 

3过3 さ技を过もぶ认口巧巧神 d ’苗，过3 

アドレス^^^^ httpy/1 9^1 68.1 4151 .8060/d 旧 nascope/paees/cofnmoTO/tap 口口 

-1 ピ巧ぉ U パ》 


1^^—EmpowerM み Innovston 

ヴルーブ ー K > semii ， Blueberrv 

ィ I リモート由世 Pj U モー-トコン。ールいモート"。チ I-IPMI 枯宙 



PJI 例 


I SHIFT-JIS J_EIX.JP 1 UTF - 日 I | r 吓 J 

PtnenijfinS Sfia UH~Htv 


Item Specific Help 


Systen Date: 
Legacy Flcppy A: 


y B: 


<Tab>, <SfiT ft-Tab ； 
<Enter> selects —. 


ぶぶ 


Hard Disk Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary IDE Master [CO-ROW] 

> Primany I 正 Slave [None] 

> Processor Settings 




監ミ 


Change Val 
Sel ect > S 


Prepare To Boot 
I Power On Cnt Ain 

198 I 弓面 D« 


~ 厂广「>イントネクト 


^ 本製品において DianaScope を使用ずるためじはオプションのサーバライセンスが必要 

I チェック I です。 

本製品には j ： rF のサーバライセンスが添付されていまず。 

— UL 1198-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 

本製品を 1 台管理するためのライセンス 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console Plus をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールしまず。 
Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

W 下の説明を参考にして Power Console 円 us (管理 PC ) を管理 PC にインス I ルしてくだ 
さい。インストール I こ関ずる詳しい手順と操作方法については EXPRESS 目 UILDER 内にある 
オンラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズマニュアル」を参照ください。 

一 本装置の3.日インチ八ードディスクドライプベイまたはオプションの増設 HDD ケージをディ 
I チェック I スクアレイ構成(こした場合 、 Power Console Plus をインストール後 、 Enclosure 
Management メニューの Enclosure Property 画面や、システムイベント□グじ下のよう 
に表示されますが、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイやオプションの HDD ケージでは 
FAN 2 は使用しないため、動作には問題ありません。 

• Enclosure Property 画面上 

Fan 1： Operational 
Fan 2： Not present 

• システムイベント□グ表上 

Adapter 1 Channel 1 Target & Status of Fan #2=0 x 02： Not Installed 

オンボード RAID 〕 ント日ーラに N 8151-25 巨内蔵 M 0 装置を接統している場合 、 Power 
Console 円 us では内蔵 MO 装置を表示しませんが動作には問題ありません。 

Power Console 円 us (管理 PC ) をインストールずる前に 

Power Console 円 us 借理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておくか要 
がありまず。 

• Windows の TCP / IP の設をが終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0 の場合 、 Service Pack 目 al ： 非をが適用されていること 
•Internet Explorer 日.目 W 降がインストールされていること 

Pl ： Internet Explorer 4.01 Service Pack 2じ(降は Windows NT 4.0 の Service Pack 5 または 6 a 媒 

体からインストールできます。 


ソフトウェア編 
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Power Console Plus (管理 PC ) ①インストール手順 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール 
はミ乘付の EXPRESS 目 UILDER をイま用しまず。 
EXPRESS 目 UILDER をドライブ I こセツト後、 
Autorun で表示されるメニューから[ソフトウエ 
アのセットアップ]- [ ESMPRO ]- [関連ユー 
テイリテイ六ニュ ー ]—[Power Console Plus ] 
の順にクリックしまず。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I •''ールずるコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または r 管理 PC 十管理サーパ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。じ ( 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 

jl ; 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管巧す 

るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ずべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サ—バの ホス ト名をずでにある 「 localho 如の設定と置換してください。 
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